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平成２７年度宇都宮市一般廃棄物処理実施計画（案）の概要について 

 

 

◎ 趣 旨 

「平成２７年度一般廃棄物処理実施計画（案）」について，計画の進捗状況の報告及び目標の達成

状況の点検・評価について協議するもの。 
 

《第 1 章 ごみ処理実施計画》 

 

１ 排出状況等（Ｐ２～５） 

（１） 排出量 (Ｐ２)  

・「焼却ごみ」は，計画値１３５，０００ｔのところ１４２，１７０ｔとなる見込みであり，

７，１７０ｔの増となっており，計画値との差が生じている。 

・要因として，基本計画策定時の計画人口より約６，０００人増加していることや，資源化

可能な紙類やプラスチック製容器包装が，焼却ごみとして排出されていることなどが考え

られる。                         【資料２・別紙 参照】 

平成２７年度の計画値は，１３３，１００ｔである。 

 

 

（２）資源化量 (Ｐ３)  

 

・「ペットボトル」や「金属類」等の資源化量は，計画値６，８５０ｔのところ６，８９０

ｔとなる見込みであり，計画どおり進捗している。 

平成２７年度の計画値は，６，８６０ｔである。 

・「プラスチック製容器包装」と「白色トレイ」の資源化量は，計画値５，７４０ｔのとこ

ろ３，１６９ｔとなる見込みであり，２,５８０ｔの減となっており，計画値との差が生

じている。 

平成２７年度の計画値は，６，３９０ｔである。 

・「紙布類」や「紙パック」等の資源化量は，計画値１６，５２２ｔのところ１１，４００

ｔとなる見込みであり，４,９４０ｔの減となっており，計画値との差が生じている。 

平成２７年度の計画値は，１７，４６０ｔである。 

・計画値を下回っている要因として，資源化可能な紙類やプラスチック製容器包装が，焼却

ごみとして排出されていることや，ペットボトル・プラスチック製容器包装など製品自体

の軽量化，新聞・雑誌の発行部数の減少などが考えられる。 

 

 

（３）３Ｒ施策 (Ｐ４～５)   

 

・市民や事業者の３Ｒ行動の定着に向け，あらゆる機会や場，媒体を活用し，発生抑制・資

源化の取組の一体的かつ効果的な周知啓発を実施し，分別協力度ならびに分別精度の向上

を図るとともに，資源化施策を推進する。          【資料２・別紙 参照】 

資料１ 
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２ 収集計画（Ｐ６～９） 

 

・快適な生活環境を確保するための「ごみ区分ごとの収集運搬」や「収集運搬体制」等につ

いては，記載の分別方式のルールに基づき，引き続き実施していく。 

 

（４）ふれあい収集事業 (Ｐ７) 

 

・ステーションまでごみを持ち出すことが困難な高齢者等に対する戸別訪問により収集する

「ふれあい収集事業」については，平成２６年１２月末日現在で，２１７世帯を対象とし

て実施しており，引き続き要請に応じて実施していく。 

 

 

３ 中間処理計画（Ｐ１０～１３） 

 

・「焼却ごみ」や「資源物」などごみの種別に応じた中間処理については，引き続き現行体制

で実施していく。 

 

 

（９）中間処理施設の維持管理 (Ｐ１３) 

 

・引き続き安定した処理が行えるよう計画的な整備・修繕工事等を実施し，適正な維持管理

を行うとともに，放射性物質汚染対処特措法に基づき，放射性物質濃度や空間線量の測定

を引き続き実施していく。 

 

 

（10）新中間処理施設の整備 (Ｐ１３) 

 

・効果的・効率的なごみ処理体制の構築に向け，「ごみ焼却施設整備基本計画」に基づき，新

中間処理施設の計画的な整備を進めるため，現在休止中の北清掃センターの解体工事につ

いての実施設計を完了させるとともに，解体工事に着手していく。 

 

【新中間処理施設の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

４ 最終処分計画（Ｐ１４） 

 

・３Ｒ施策による更なるごみ減量化・資源化を推進し，焼却処理量及び最終処分量の低減に

努め，安全で安定的な処分を引き続き実施していく。 

整 備 予 定 地 宇都宮市下田原町３４３５番地（北清掃センター跡地） 
施 設 の 種 類 焼却（ごみ発電）施設 
処理能力・規模 １９０ｔ／日（９５ｔ／日×２炉） 
発 電 能 力 約３，２００ｋＷ以上 
供用開始予定 平成３２年度 
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（３）最終処分場の維持管理 (Ｐ１４) 

 

・中間処理後の焼却残渣などは，エコパーク板戸で最終処分を行う。 

平成２７年度の計画値は，１８，３６０ｔである。  

・焼却灰等の安定的な処分を行えるよう計画的な整備・修繕工事等を実施し，適正な維持管

理を行うとともに，放射性物質汚染対処特措法に基づき，放射性物質濃度や空間線量の測

定を引き続き実施していく。 

 

 

（４）新最終処分場の整備 (Ｐ１４) 

    

・現在稼働しているエコパーク板戸に代わる新たな施設の整備を計画的に進めるため，平成

２６年６月に建設候補地として選定した下横倉町地内において，環境調査等を行うととも

に，具体的な施設の規模や機能等を検討する。 

 

 【新最終処分場の概要】 

名 称 （仮称）第２エコパーク 

建 設 候 補 地 宇都宮市下横倉町地内 

埋 立 容 量 約２９０，０００ｍ３ 

埋 立 期 間 １５年間 

埋立施設の構造 被覆型（屋根付き） 
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《第２章 生活排水処理実施計画》 

 

１ 排出状況等（Ｐ１５） 

 

（１） 生活排水処理施設等の整備状況等 

ア 生活排水処理施設 

・「公共下水道の整備状況」は，計画値９６．９％のところ９４．３％となり，計画値との差

が生じている。 

平成２７年度の計画値は，９７．３％である。 

・管渠整備は，主に市街化調整区域を中心に，計画通りに進めているが，供用開始となる戸数

が少ないことが整備面積の増加につながらなかったことなどにより，整備率が伸びなかった

と考えられる。 

 

・「合併処理浄化槽の整備状況」は，計画値８１．７％のところ７４．４％となり，計画値と

の差が生じている。 

平成２７年度の計画値は，８６．１％である。 

・郊外部における人口減少や高齢化の進展，経済的な理由などにより，単独処理浄化槽や汲み

取り便所から合併処理浄化槽への設置替え需要が減少したことから，整備率が伸びなかった

と考えられる。 

 

・「公共下水道の接続状況」は，計画値９２．５％のところ９３．１％となる見込みである。

戸別訪問など，接続促進の取組により，計画値を上回る見込みである。 

 

・「農業集落排水施設の接続状況」は，計画値８７．７％のところ８２．８％となり，計画値

との差が生じている。 

平成２７年度の計画値は，８９．７％である。 

・農村集落においては，高齢化の進展や経済的な理由などにより，未接続世帯からの接続が見

込みを下回ったことから，接続率が伸びなかったと考えられる。 

 

・「生活排水処理率」は，計画値９４．２％のところ９４．１％となる見込みであり，ほぼ計

画どおり進捗している。 

平成２７年度の計画値は，９４．５％である。 

・合併処理浄化槽の整備や農業集落排水施設の接続が計画を下回ったものの，公共下水道の接

続率が見込みを上回ったため，全体として処理率がほぼ計画通りになった。 

 

イ 公共用水域の水質の状況 

・「公共用水域水質の見通し」は，計画値１．６２ｍｇ／ℓ のところ１．６９ｍｇ／ℓ であり，

ほぼ計画通り進捗している。 

平成２７年度の計画値は，１．５８ｍｇ／ℓである。 

・生活排水処理率がほぼ計画通り進捗するなど，生活排水処理の適正化が着実に進められたこ

とにより，公共用水域の水質改善が図られている。 

 

ウ し尿・浄化槽汚泥処理の現状 

・「し尿・浄化槽汚泥の見通し」は，計画値９６．２ｔ/日のところ１００．３ｔ/日となる見
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込みである。 

平成２７年度の計画値は，９３．８ｔ/日である。 

・汲み取り便所から合併処理浄化槽などへの転換が見込みを下回ったため，汚泥量が計画より

も多くなったと考えられる。  

 

 

 

（２） 施策 

    更なる公共用水域の水質改善や快適な生活環境の確保に向け，生活排水処理率を高める必要

があるため，公共下水道への接続促進を継続的に行うとともに，合併処理浄化槽の整備や農業

集落排水施設への接続促進に向けた取組を強化していく。 

 

   ○公共下水道への接続 

・ 未接続世帯への戸別訪問による接続指導の実施【継続】 

・ 全局体制による「下水道接続強化月間」を設け，接続指導を強化【継続】 

・ ホームページや広報紙などによる周知・啓発【継続】 

 

○農業集落排水施設への接続 

・ 未接続世帯への文書送付及び戸別訪問による接続指導の実施【拡充】 

・ 農業委員会だより「きずな」による周知・啓発【継続】 

    

   ○合併処理浄化槽の整備 

・ 未整備世帯への戸別訪問の実施【拡充】 

・ ホームページや広報紙などによる周知・啓発【継続】 

・ 地区市民センターや建築確認検査機関，農業委員会だよりなど，関係機関と連携した周知・

啓発【継続】 

 

２ 収集計画（Ｐ１６） 

・し尿，浄化槽汚泥の収集運搬体制は，現行のとおりである。 

平成２７年度の計画値は，３４，２４０ｔである。 

 

３ 中間処理計画（Ｐ１６） 

・現行のとおり，東横田清掃工場において，活性汚泥処理及び乾燥焼却を行う。 

平成２７年度の計画値は，３４，２４０ｔである。 

・施設の適正な維持管理を行う。 

 

４ 最終処分計画（Ｐ１６） 

・中間処理後の汚泥焼却残渣などは，エコパーク板戸において最終処分を行う。 

平成２７年度の計画値は，１１０ｔである。  

 


